
(1) 戸坂学区社協広報誌 （令和3年11月20日）
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「
ウ
ィ
ズ

n
ロ
ナ

(n
ロ
ナ
と
共
存
ー
」
の

中
で
の
地
域
活
動
に
つ
い
て

戸
坂
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

秋

本
平
素
よ
り

戸
坂
学
区
社

会
福
祉
協
議

会
（
以
下
、

戸
坂
社
協
）

の
活
動
に
対

し
、
ご
理
解
と
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
戸
坂

社
協
の
会
長
と
戸
坂
連
合
社
会
福
祉
協
議

会
（
戸
坂
三
学
区
;
中
学
校
区
）
の
会
長

も
兼
ね
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

約
二
年
閻
コ
ロ
ナ
禍
が
続
い
て
お
り
、

現
在
は
、
コ
ロ
ナ
の
こ
と
を
避
け
て
活
動

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
」

で
、
今
年
も
地
域
活
動
、
地
域
行
事
等
に

制
限
が
か
か
り
楽
し
み
に
し
て
い
た
「
盆

踊
り
大
会
」
「
町
民
体
育
祭
」
等
も
中
止

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

大
き
な
波
の
第
5
波
も
10
月
に
入
り
全

国
的
に
減
少
化
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

10
月
25
日
か
ら
は
、
全
国
的
に
制
限
さ
れ

て
い
た
殆
ど
の
規
制
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
医
学
者
等
か
ら
は
、
諸
外
国

の
感
染
状
況
も
あ
り
、
第
6
波
を
懸
念
さ

れ
る
声
も
多
く
、
当
面
は
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ 昇

ナ
」
の
中
で
の
生
活
と
な
り
ま
す
。

昨
年
の
こ
の
時
期
と
変
わ
っ
た
こ
と
は

医
療
従
事
者
、
高
齢
者
か
ら
始
ま
っ
た
「
ワ

ク
チ
ン
接
種
」
が
進
み
広
島
市
で
は
、

11

月
中
現
在
、

12
歳
以
上
の

2
回
接
種
率
は

約
80
％
と
な
り
、
や
や
安
心
感
が
出
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
」
の

減
少
化
は
良
い
流
れ
で
す
が
、
引
き
続
き

①
手
指
消
毒
②
マ
ス
ク
着
用
③
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
守
り
、

3
密
「
密
集
・

密
接
・
密
閉
」
を
避
け
る
こ
と
の
継
続
は

必
須
で
す
。

「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
の
中
で
の
地
域
活

動
・
地
域
行
事
等
の
実
施
に
は
、
コ
ロ
ナ

に
対
す
る
惑
―
―
―
-
＝
戒
は
当
然
の
こ
と
、
正
し
い

情
報
を
正
し
く
理
解
し
、
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
」
の
中
で
の
生
活
を
、
工
夫
し
な
が
ら
、

乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

現
在
、
戸
坂
連
合
社
会
福
祉
協
議
会
と

行
政
等
が
連
携
し
て
取
組
ん
で
い
る
「
戸

坂
と
も
い
き
ネ
ッ
ト
」
、
「
乗
合
い
タ
ク

シ
ー
」
の
活
動
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
継
続

前
進
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
、
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
発

生
が
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年

は
こ
れ
か
ら
の
流
行
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
東
区
地
域
支
え
あ
い
課

（
束
保
健

セ
ン
タ
ー
）
の
戸
坂
学
区
担
当
保
健
師
に

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
関
す
る
情
報
を

整
理
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
必
読

願
い
ま
す
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
中
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

等
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
行
い
再
々

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

戸
坂
学
区
内
で
は
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
が

11
か
所
、
「
リ
ズ
ム
体
操
」
が

1
か
所
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

全
て
「
高
齢
者
い
き
い
き
活
動
ポ
イ
ン
ト
対
象
」

で
す
。

【
い
き
い
き
百
歳
体
操
】

・
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ
（
戸
坂
公
民
館
3
F
)

・
桜
ヶ
丘
健
康
体
操
（
桜
ヶ
丘
第
3
ブ
ロ
ッ
ク
集
会
所
）

・
え
が
お
の
い
き
い
き
百
歳
体
操
．
m
公
衛
協

（
戸
坂
公
民
館
3
F
)

・
い
き
い
き
百
歳
体
操
．

m
さ
く
ら
会
（
戸
坂
集
会
所
）

•
か
わ
ね
い
き
い
き
体
操
（
川
根
集
会
所
）

・
出
江
2
丁
目
町
内
会
い
き
い
き
体
操（

戸
坂
集
会
所
）

•
い
き
い
き
百
歳
体
操
く
る
め
木

（
く
る
め
木
集
会
所
2
階）

・
い
き
い
き
百
歳
体
操
．

m
そ
う
だ

（
戸
坂
惣
田
集
会
所
）

・
い
き
い
き
百
歳
体
操
．

m
山
根
町
内
会

（
交
響
戸
坂
山
根
ホ
ー
ム
）

•
い
き
い
き
百
歳
体
操
．
m
第
2
c
o
o
P
マ
ン
シ
ョ
ン

（
戸
坂
第
2
c
O
O
P
マ
ン
シ
ョ
ン
集
会
室
）

・
ダ
イ
ヤ
会
（
ダ
イ
ヤ
パ
レ
ス
牛
田
天
水
苑
集
会
所
）

【
リ
ズ
ム
体
操
】

•
あ
じ
さ
い
サ
ロ
ン
（
戸
坂
集
会
所
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

•
い
き
い
き
百
歳
体
操
ニ
―
戸
坂
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
—

・
リ
ズ
ム
体
操
ニ
戸
坂
女
性
会



(3) (2) 

「
戸
坂
と
も
い
き
ネ
ッ
ト
」
は
、
地
域
団
体
（
戸

坂
連
合
社
協
・
戸
坂
民
児
協
）
や
区
役
所
・
区
社

協
・
専
門
機
関
（
戸
坂
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・

障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）
の

6
団
体
が

毎
月
実
務
者
会
議
を
開
催
し
、
高
齢
者
・
障
が
い

者
・
子
ど
も
等
、
戸
坂
に
住
む
全
て
の
人
々
が
「
共

に
活
き
活
き
生
き
る
」
こ
と
が
で
き
る
、
地
域
共

生
社
会
の
実
現
の
た
め
、
生
活
課
題
の
解
決
に
む

け
て
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
ま
と
め
た
も
の
が
ユ
戸
坂
お
役
立
ち

情
報
ク
で
す
。

戸
坂
地
区
の
「
坂
が
多
く
急
で
あ
る
•
お
店
が

近
く
に
な
く
買
い
物
に
困
る
」
と
い
う
声
を
受
け
、

戸
坂
の
お
店

1
軒
1
軒
を
実
務
者
会
議
メ
ン
バ
ー

で
歩
い
て
得
た
情
報
を
冊
子
に
ま
と
め
ま
し
た
。

配
達
サ
ー
ビ
ス
や
出
張
サ
ー
ビ
ス
の
あ
る
お
店
、

I • 

秋
も
深
ま
り
、
朝
晩
の
冷
え
込
み
が
厳
し
い
季

節
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
、
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者

数
は
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
寒
さ
や
乾
燥
が

厳
し
く
な
る
冬
場
に
は
、
様
々
な
感
染
症
が
流
行

し
ま
す
。
特
に
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
に
流
行
す
る

ィ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
感
染
力
が
非
常
に
強
く
、
例

年
約
一
千
万
人
、
約
10
人
に

1
人
が
感
染
し
て
い

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
同
時
流
行
も

懸
念
さ
れ
て
い
る
た
め
、
し
っ
か
り
と
予
防
・
対

策
を
行
い
、
感
染
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

•
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

ィ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で

す。

38
℃
以
上
の
発
熱
、

頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
、

全
身
倦
怠
感
等
の
症
状
が
比
較
的
急
速
に
現
れ
る

の
が
特
徴
で
す
。
併
せ
て
、
普
通
の
風
邪
と
同
じ

よ
う
に
、
の
ど
の
痛
み
、
靡
汁
、
咳
等
の
症
状
も

見
ら
れ
ま
す
。

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
方
法
に
つ
い
て

①
流
行
前
の
予
防
接
種

予
防
接
種
は
、
発
症
す
る
可
能
性
を
減
ら
す
効

果
と
、
発
症
し
た
場
合
に
重
症
化
を
予
防
す
る
効

果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
接
種
を
希
望
す

る
場
合
は
、
流
行
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
前
の
12
月

中
旬
ま
で
に
、
接
種
を
終
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
と
は
、

13
日
以
上

の
間
隔
を
あ
け
ま
し
ょ
う
。

②
基
本
的
な
感
染
対
策

帰
宅
時
や
調
理
の
前
後
、
食
事
前
な
ど
、
こ
ま

め
に
て
あ
ら
い
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
人
混

み
や
繁
華
街
へ
外
出
す
る
場
合
に
は
、
不
織
布
製

闘
〗
〗
〗

[
[
o
c

心

③
免
疫
力
を
高
め
る

体
の
免
疫
力
を
高
め
る
た
め
に
、
十
分
な
休
養

と
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
日
頃
か
ら
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

．
症
状
が
出
た
場
合
は
早
め
の
受
診
を
！

ィ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
症
状
は
ど
ち
ら
も
風
邪
に
似
た
症

状
で
あ
り
、
判
別
が
難
し
い
で
す
。
周
囲
の
方
へ

感
染
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
に
、
早
め
に
医
療
機

関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
発
熱
等
の
症
状
の
あ
る

方
は
、
ま
ず
は
「
か
か
り
つ
け
医
」
へ
、
相
談
先

に
迷
う
場
合
は
「
積
極
ガ
ー
ド
ダ
イ
ヤ
ル

(
6

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
新
し
い
情
報
・
地
域
に
密
着
し
た
内
容

へ
と
更
新
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

地
域
の
繋
が
り
や
一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
力
の

結
集
が
、
生
活
課
題
を
解
決
で
き
る
原
動
力
で
す
。

「
戸
坂
と
も
い
き
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
戸

坂
地
区
の
皆
さ
ん
が
住
み
や
す
い
ま
ち
と
な
る
よ

う
、
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

令
和
3
年
度
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
「
広
島
み

な

と

夢

花

火

大
会
」
の
代
替

イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
も
、
市
民

の
皆
様
に
少
し

で
も
楽
し
ん
で
も

ら
う
た
め
「
広
島

ド
リ
ー
ム
花
火

2
0
2
1
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

~ .... / 

束
区
地
域
支
え
あ
い
課

戸
坂
学
区
担
当
保
健
師

原

野

晶

穂

D 

コ 1

※
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

助
成
制
度
に
つ
い
て

ヘ
ご
相
談
く
だ

0
8
2
|
2
4
1
|
4
5
6
6
)
-

さ
い
。寒

い
冬
を
健
康
で
乗
り
越
え
る
た
め
に
も
、
一

人
ひ
と
り
が
健
康
づ
く
り
・
感
染
予
防
を
心
が
け

て
生
活
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
者
】
①
65
歳
以
上
の
方
②
60
歳
か
ら
64

歳
で
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の
障
害
又
は
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
の
障
害

が
あ
り
、
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
相
当
の
障
害

を
有
す
る
方

【
制
度
の
内
容
】
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

を
1
,
6
0
0
円
で
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
対
象
者
の
う
ち
、
生
活
保
護
世
帯
ま
た

は
市
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯
に
属
し
て
い
る

方
は
接
種
が
無
料
と
な
り
ま
す
。
証
明
で
き
る

も
の
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

【
制
度
に
関
す
る
問
合
せ
先
】
東
保
健
セ
ン
タ
ー

(
6
0
8
2
|
5
6
8
|
7
7
2
9
)
 

【
開
催
概
要
】

0
主
催
二
広
島
祭
委
員
会
（
広
島
市
、
広
島
商
工

会
議
所
、
広
島
コ
ン
ベ
ン
ョ
ン
ビ
ュ
ー

ロ
ー
等
）
等

0
開
催
日
時
公
P

和
3
年
12
月
11
日
（
土
）

午
後
8
時
か
ら
5
5
1
0
分
程
度

0
打
上
箇
所
ら
U

か
所
程
度
（
広
島
市
内
等
）

各
区
2
か
所

0
内
容
｛
開
催
日
時
の
み
告
知
さ
れ
、
市
内
等
17

か
所
か
ら
花
火
を
打
ち
上
げ
る
と
と
も

に
、
打
ち
上
げ
の
様
子
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
ま
す
。

※

3
密
を
避
け
る
た
め
打
上
げ
場
所
は
公
表
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
ご
自
宅
周
辺
か
ら
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

＊
戸
坂
社
協
主
催
の
「
令
和
3
年
度
主
行
事
」
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
全
て
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
一
部
連
合
社
協
を
含
む
）

・
戸
坂
学
区
「
盆
踊
り
大
会
」

8
月
7
日
（
日
）

・
戸
坂
学
区
「
敬
老
会
」

9
月
11
日
（
土
）

・
戸
坂
学
区
「
町
民
体
育
祭
」

9
月
26
日
（
日
）

・
戸
坂
連
合
「
へ
さ
か
物
語
」

10
月
23
日
（
土
）

・
戸
坂
連
合
「
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

11
月
23
日
（
祝
）

・
戸
坂
学
区
「
新
年
互
礼
会
」

1
月
8
日
（
土
）



(4) 

令和3年度名t員・理事等名簿
(2021.10.1現在）

役 職 氏名 選出区分

会 長 秋本 昇 山崎町内会会長

副会長 川瀬節 子 女性会会長，福祉推進委員

副会長 栗栖 晃 自く主るめ防木災会町連内会合会会長会長・

副会長 山中春記 青少年指導員代表・屈護司会

副会長 岡田浅男 体育協会会長

会計 吉田俊郎 出江二丁目町内会会長

監事 山路隆 晴 惣田町内会会長

監事 坪井秀登 桜東町内会会長

事務局長 大野裕幸 ふれあいサ0ン（社協事務罹）

顧問 山路英男 市議会議員

顧問 田 中 秀生 防氾連絡協議会会長

理事 砂田勝造 戸坂小学校校長

理事 澤井広三 戸坂中学校校長

理事 重岡伸治 瓜島中央特別支援学校校長

理事 永島晶子 戸坂公民館館長

理事 宮本幹夫 千足町内会会長

理事 矢野龍男 青山根少協町会内会長会長・

理事 田 村 幸大 川根町内会会長

理事 森末清 司 桜西町内会会長

理事 高下洋一 青協議少会年事健務全局育成連絡

理事 栗栖和子 朗'~彊委員譴会会長

理事 田中季良 戸坂小学校PTA

理事 川野佳 明 戸坂中学校PTA

理事 高野哲男 消防分団

理事 中間孝治 目主朝災会連合会事務局

理事 西田靖子 点うンティアバンり虹代表

理事 浦下早苗 公衆衛生推進協議会会長

理事 小田るみ子 へさかっ子クラブ会長

理事 畠山直美 つくしんば作業所所長

理事 安井弘幸 おやじの会

理事 上 中 義則 防犯連絡協議会事務局

理事 山田喜久雄 子ども会育成協議会会長

理事 久保美穂子 戸坂應域包悟支援センダー長

オブザーバー 坂本 泉 東区社会福社協議会事務局長

オブザーバー 田中淳子 戸坂保育園園長

オブサ＇ーバー 高屋美千代 桜が丘愛育園園長

オブサーバー 鶴田佳子 戸坂児童館館長
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戸坂学区の人口及び世帯数

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

人 ロ 世 t±!-市

住所名 総 数 日本人
外国人 総数

う~8臥

計 男 女 計 男 女 世帯数

戸坂くるめ木一丁目 1,799 834 965 1,769 820 949 30 833 811 

戸坂くるめ木二丁目 1,051 536 515 1,036 523 513 15 519 505 

戸坂千足一丁目 1,752 843 909 1,734 834 900 18 886 870 

戸坂千足二丁目 892 414 478 876 407 469 16 408 400 

戸坂 山崎町 1,270 611 659 1,264 607 657 6 556 550 

戸坂惣田一丁目 609 304 305 595 296 299 14 292 281 

戸坂惣田二丁目 275 134 141 274 133 141 1 123 122 

戸坂 桜東町 548 266 282 538 263 275 10 258 251 

戸坂 桜西町 489 238 251 487 237 250 2 234 232 

戸坂 桜 上 町 686 314 372 675 309 366 11 408 399 

戸坂山根一丁目 1,103 493 6、10 1,055 473 582 48 560 529 

戸坂山根二丁目 1,155 561 594 1,141 552 589 14 474 465 

戸坂山根三丁目 415 221 194 405 214 191 10 180 173 

戸坂中町 443 212 231 436 210 226 7 202 195 

戸坂出江二丁目 938 459 479 922 451 471 16 414 403 

計 13,425 6,440 6,985 13,207 6,329 6,878 218 6,347 6,186 

※令和3年9月末現在 広島市統計データ抜粋

注 「住民基本台帳法の一部を改正する法律」が平成24年7月に施行

され、外国人人口についても住民基本台帳制度が適用されることと

なったため、平成24年 8月以降は、外国人人口、外国人世帯及び

複数国籍世帯が含まれます。


